
はじめに

　平成10年度の住宅着工数は118万戸と，空前の住宅

着工数であった8年度から一転し，大幅な落込みとな

った9年度の131万戸を割る状況となっている。この

影響は，北海道の製材工場の倒産や廃業となって現

れ，10年度は12月で12工場となるなど，前年度12月

段階の15工場よりは少ないものの，厳しい状況はい

まだ続いている。また，東南アジア経済の失速による

カラマツの梱包材需要の激減や，紙需要の減少によ

る，製紙工場のカラマツチップ引き取りの減少など，

林業・林産業を巡る状況はますます厳しくなってき

ている。しかし，政府の景気対策の目玉として住宅需

要の喚起があげられ，11年度の住宅着工数は10年度

から8万戸増えた126万戸になることが予想されるな

ど，11年度に向け明るい材料も見られる。

　一方，国の行政改革はさらに具体化され，国立の試

験研究機関については，その大半が13年4月1日をも

って独立法人化される予定である。都道府県の試験

研究機関の独立法人化の方向はいまだ雲の中である

が，地域の企業がすぐ利用できる成果を目標に取り

組んできた都道府県の試験研究機関についても，独

立法人化の目的である，「費用対効果」の考え方は適

用され，これまで以上に成果を要求されることが想

定される。また，北海道経済の自立へのキーワードで

ある「産業クラスター」についても，北海道地域技術

振興センターが中心となり七つの事業が実施され，

具体的な取り組みが開始されている。

林産試験場中長期ビジョンについて

　林産試験場は，産業研究機関として社会経済環境

の変化や森林資源状況の変化に対応しつつ，多様化

する木材利用のニーズに的確に応える技術開発を進

め，これを木材業界に積極的に技術移転していかな

ければならない。特に，21世紀に向けて，環境保全

問題や少子・高齢化社会への対応など新たな視点で

研究に取り組む必要がある。このため，学識経験者，

業界，行政の代表者からなる委員会を設置し，今後

林産試験場が中長期的に取り組むべき試験研究業務

の方針について検討を進め，11年3月に「林産試験場

中長期ビジョン」を策定した。11年度より，この中

長期ビジョンを基本として，次の視点に立って試験

研究を進める。

①　試験研究の総合化・実用化の視点

　企業等との共同研究の推進，他の研究機関との協

力体制の強化などにより，これまで蓄積した個別技

術の総合化・体系化を進める。また，開発製品の低

コスト化や市場性の評価あるいはデザイン性の向上

を図るなど，実用的な研究を進める。

②　森林資源の有効利用の視点

　森林資源状況の変化に対応して，間伐材の需要分

野を拡大するための技術開発や，小径・低質材，林

地残材を有効利用するための技術開発などを進める。

③　環境との調和の視点

　環境に調和した木材利用技術を構築するため，木

質資源のリサイクル技術の開発や，木造住宅の省エ

ネルギー化技術の開発などを進める。

④　生活者の健康・安全重視の視点

　安全で安心して使える木製品，住宅用資材を提供

するため，感覚的な木の良さの科学的評価や，高齢

者や障害者にも利用しやすい木製品の開発などを進

める。

試験研究の目標

　今回策定した「林産試験場中長期ビジョン」に基

づいて，次の三つの目標を柱として，経常研究をは

じめ，公設試験研究機関，および民間企業との共同

研究や受託研究のほか，緊急に結論を出さなければ

ならない最重要課題については，プロジェクト研究
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として特別体制で進める。

《木材利用の多様化を促進するための技術開発》

《木材産業の体質強化を促進するための技術開発》

《末利用森林資源の活用を促進するための技術開発》

　また，環境保全問題や高齢化社会の進展など，社

会経済環境の変化に対応した試験研究を実施するた

め，これまでの試験研究の方向を見直し，新たに，木

質資源のリサイクル技術の開発や健康福祉関連製品

の開発を加えるなど，研究の体系を整理した。

　三つの柱に従って，11年度は主に以下の研究を行

なう。

■木材の多様化を促進するための技術開発

　今後出材が増加するカラマツ大径材の建築用材と

しての用途開発を目指す「カラマツ大径材の利用技

術開発」，健康や福祉に関する研究課題として「北国

型福祉社会における住生活環境整備に関する研究」・

「高齢者にやさしいガーデニング製品の開発」・「北国

型住宅の室内汚染とその対策」などの研究に取り組

むとともに，「河川等で使用される木材の耐久性評

価」「純木製防火外壁の開発」「木質・セメント成型

体海藻礁の利用適性評価」，人工林小径間伐材の新し

い用途の開発のための「木質炭化物を用いた塩基性

ガス吸着剤の開発」等の研究にも取り組む。

■木材産業の体質強化を促進するための技術開発

　製材工程や製品管理の高度化を目指して，生産現

場における作業状況を把握し，改善策を提示する「製

材業における作業システムの高度化に関する研究」，

JASが仕様規定から性能規定への改正されることに対

応する「信頼性の高い針葉樹構造用合板の開発」，乾

燥工程の省エネルギー化を目指す「蒸気式乾燥装置

の制御システムの見直しによる省エネ化」の研究に

敵り組む。

■末利用森林資源の活用を促進するための技術開発

　未利用副産物を活用し，安価で生産効率が高いき

のこの培地基材・培地添加物等の技術開発を行う「未

利用副産物を活用したきのこ栽培技術の開発」，未利

用のまま放置されている膨大なササ資源から高ビフ

イズス活性（整腸作用）をもつ糖類を得る「ササの

有効利用技術の開発」，人工林小径間伐材の新しい用

途の開発のための「木質チップの暗渠用疎水材への

利用」等の研究を行なう。

　次に，11年度のすべての研究課題を，三つの目標

に沿って示す。11年度は51の研究課題について取り

組んでいる。このうち，木材業界・行政等から強い

要望のあった新規の研究課題が27課題，継続課題が

24で，そのうち道立試験研究機関や民間企業との共

同研究が11課題，民間企業からの受託研究が3課題と

なっている。

　木材・木質材料の需要拡大を促進するための利

用技術，木質材料の性能向上技術，および異種材

料との複合化技術の開発を行うとともに，木質材

料の使用マニュアルを充実するための試験研究を

行う。

Ⅰ．1．需要分野拡大のための木材利用技術の開発
　　Research and Development of Utilization Technolo－
　　gies for Enlargement of Wood Products Market

　木造住宅・大規模木質構造物などの施工技術，お

よび資材の開発，木質内外装材のデザイン開発など，

木質材料の需要拡大を目的とした研究を次のテーマ

で行う。

①　ガーデニングを含めた木製エクステリアの開発

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（11～12年）

②　北国型福祉社会における住生活環境整備に関す

　る研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（8～12年）
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③冬季歩行 と安全性を考慮 した木質系フロアシス

テムの開発 （10～ 12年）

④障害を持つ児童も楽しめる木製遊具の開発

（ 11～13年）

⑤高齢者にや さしいガーデニング製品の開発

（ 11～12年）

⑥木質系多機能炭化物の利用技術の開発

（ 9～ 11年）

⑦木質炭化物を用いた塩基性ガス吸着剤の開発

（ 9～ 11年）

Ⅰ．2．木質資源の リサイクル技術の開発

R e se a rc h a n d D e v e lo p m e n t fb r R e c y c lin g T 七c h n o lo －

g leS O f W o o d M aterials

木質廃棄物の再資源化による有効利用のため，以

下の検討を行な う。

①木チップと下水道コンポス ト焼却灰による海藻

礁の開発

（ 9～ 12年）

②建築解体材を利用 した木質系舗装資材の開発

（ 10～ 11年）

③木質・ セメント成型体海藻礁の開発

（ 11～ 13年）

④木質解体廃棄物金属除去装置の開発

（ 10～11年）

Ⅰ．3．木質材料の性能向上技術の開発

R e sea rc h an d D ev e lo p m en t 托）r Im p ro v ln g T ec h －

n o lo g leS O r W o o d M aterial P ro p e rties

強度，耐朽性，耐火性など木質材料の性能向上技

術や，新性能付与技術の開発を次の研究テーマで行

う。

①フィンガージョイントを用いた幅はぎによる枠

組壁工法用横架材の開発

（ 11年）

②合理化在来構法住宅の開発

（ 9～11年）

③カラマツ大径材の利用技術開発

（ 11～12年）
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④カラマツ材を用いた強化桁による木橋の開発

（ 11～13年）

⑤河川等で使用される木材の耐久性評価

（ 10～11年）

⑥低毒性防腐剤で処理 された木材の海中における

耐久性評価

（ 11～12年）

⑦道産広葉樹の準不燃化技術の開発

（ 11年）

⑧燃焼発熱抑制に優れた木材用難燃剤の開発

（ 11年）

⑨純木製防火外壁の開発

（ 11～12年）

Ⅰ．4 ．木質材料と異種材料との複合化技術の開発

R e se arc h a n d D ev elo p m e n t fb r C o m b in atio n o r

W o o d an d th e O th er M aterials

木質材料 と異種材料との複合化による，新たな機

能を有する複合材料の製品開発を，次の研究テーマ

で行 う。

①木材の化学処理および金属 との複合化による新

素材の開発

（ 8～ 12年）

Ⅰ．5．木質材料の使用マニュアルの充実

P el・托ctio n o f U se－D irec to ry わr W o o d M ateria ls

道産人工林材等の材質評価，および新たな規格に

対応するための材料性能評価方法等の充実を目的と

して，次のテーマで研究を行 う。

①優良 トドマツ精英樹家系選抜のための材質検定

（ 9～ 12年）

②北洋産広葉樹材の材質評価

（ 11～ 12年）

③針葉樹高温乾燥材の構造用途適性評価

（ 10～ 11年）

④防腐処理された木質材料の接着性能の検討

（ 10～ 11年）

⑤自然塗料・接着剤の塗装性能と接着性能

（ 11年）
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林産試験場の平成 11年度試験研究成果の概要

⑥床暖房用フローリング性能試験の簡素化

（ 10～ 11年）

⑦北国型住宅の室内汚染 とその対策

（ 10～12年）

木材産業の技術基盤の強化，および生産性の向

上を図るため，製材，乾燥，加工，合板等の各種

生産技術の改善・開発，生産工程の合理化，開発

製品の市場性の評価に関する試験研究を進める。

Ⅲ．1．生産技術の改善・ 開発

I m p rov e m en t a n d D ev e lo p m en t o r M a n u払ctu rln g

T e c h n o lo g le S

製材，乾燥，注入等各種生産技術の改善・ 開発を

次のテーマで行 う。

①曲が り挽き製材の有効性の検討

（ 10～ 11年）

②蒸気式乾燥装置の制御システムの見直 しによる

省エネ化

（ 10～1 1年）

③広葉樹人工乾燥材の乾燥応力低減法の検討

（ 11～ 12年）

Ⅱ．2 ．生産工程の合理化

R a tio na liz ation o f M a n uねctu rln g P ro ce sse s

乾燥，加工，集成材，ボー ドなどの各種生産工程

の合理化に関する研究を次のテーマで行 う。

①製材業における作業システムの高度化に関する

研究

（ 10～11年）

②キリ材の効率的アク抜き方法の開発

（ 11～12年）

③信頼性の高い針葉樹構造用合板の開発

（ 10～11年）

④木質包装資材（ トレー）の製造技術に関する研究

（ 11年）

⑤道内資源を原料としたボー ド工業の検討

（ 11年）

⑥薄物ゴムチップパネル用フォーミング装置の開

発（11年）

小径・低質材，枝葉等の林地残材，および工場

副産物など未利用あるいは低次利用にとどまって

いる森林資源を，物理的・化学的手法あるいは微

生物的手法により，有効活用するための試験研究

を進める。

Ⅲ．1．物理的・ 化学的手法による利用技術開発

R e se a rc h a n d D e v e lo p m e n t o f U tiliz a tio n T ヒc h n o lo －

g le S O f W o o d by P h y sic al o r C h em ic al M eth o d
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炭化物や粉砕物としての利用技術，およびササ等

の森林バイオマス資源の成分利用技術の開発を，次

の研究テーマで行 う。

①低温炭化による木質破砕物の高付加価値化

（ 11年）

②木酢液および木タールの製品開発

（ 11年）
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林産試験場の平成11年度試験研究成見の概要

③木質炭化物の化学処理による有効利用

（ 11～13年）

④木質チップの暗渠用疎水材への利用

（ 9～14年）

⑤木材成分のセメン ト減水剤 としての利用

（ 11年）

⑥ササの有効利用技術の開発

（ 9～ 11年）

Ⅲ．2 ．微生物的手法による利用技術開発

R e search an d D ev elo p m en to f U tiliz atio n Tb ch n o lo －

g leS O f W o o d b y B io lo g lCa l M e th od

シイタケ等の各種きのこの優良品種の開発，およ

びそれらの栽培技術の改善・ 開発を次の研究テーマ

で行 う。

①食用菌の分子生物学的研究
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（ 6～ 12年）

（ 塾 シイタケ菌床栽培技術の確立

（ 8～13年）

③シイタケおよびヒメマツタケ栽培におけるビー

トパルプの適性評価

（ 11年）

④未利用副産物を活用 したきのこ栽培技術の開発

（ 11～15年）

⑤食用菌の生理的機能の利用に関する研究

（ 11～15年）

⑥食用きのこの菌床栽培における微生物汚染防除

の検討

（ 10～12年）

（ ラ ブナシメジ新品種の栽培技術の確立

（ 11～13年）

⑧菌床きのこ栽培安定化技術の検討（マイタケ・ナ

メコ ）

（ 11～13年）


